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日本  52，528  
ドイツ  74，174  
イギリス  95，064   
フランス  42，997  
1999年   
65，513   
80，779   
110，155   
49，808  
米国  65，796（1997年）  119，357   






246   



























247   


























248   
本を読むことの現在  249  
で万華鏡を覗くように多彩な関係をもつということも又，驚くべきことではな  
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クストがどのように位置づけられるのかということである。   
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を基礎づけた頃のことである。   
それまで個別解釈学としては新・旧約聖書解釈学と古典文献解釈学があった  
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ことができる」（フーコー1990，50）   
テクストの統一性の原理であるとしても，その作者は複数の立場を成立させ  
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る統一性であり，フーコーが復活させた作者の姿は，もはやバルト以前のそれ  
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1980）。   
ヤウスは，読者を，読む行為により積極的に作品の具体化に関わる存在と捉  
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たわけではない」（シヤルチエ2000，27）   
電子百科や電子ジャーナルで関連項目や注釈をたどっていくなど，情報の検  
索にはハイパーテクストの特性を享受するが，小説や論文を読む場合には， リ  
ンクをたどっていけばいくほど迷宮のなかに入り込んでいくような感覚にとら  
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ことができる。コンピュータの画面は欲しい部分を抜き取ったり，検索したり  
するために使い，集中的な読書をする際には印刷した本か，ダウンロードした  







なものにすぎない。ここに見られるのは，新旧のテクストの排除的関係ではな   
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えて知を共有する文芸的公共圏を構成するようになる。   
日本では，およそヨーロッパに一世紀遅れて19世紀末から1920年代にかけて  
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に広がった。文芸的公共圏というべきものが日本にも形成されたのである。   
書物の大量生産・大量消費による読書社会の底辺の拡大は読書の大衆化・平  
準化をもたらしたが，その過程に絡みつくように見え隠れしているのは，教養  
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に過ぎない。   
書見は，1920年代以降の日本における歴史的展開について次のように要約し  
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共圏の拡大の歴史でもある。   
映像メディアや音声メディアによりある種の文化的公共圏というべきものが  
形成されることがあるとしても，それが文芸的公共圏の代わりを果たすことは  
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（2）1969年，アメリカ国防総省の研究開発促進部門によって開始されたネット・プロジェクトは，   
1980年代に入るまでに全米規模の単一ネットワークとして成長していった。1990年代に入り，   










（7）引用に用いた邦訳（ポルター1994）では，「テキスト」であるが，他との統一性を考慮し「テ   
クスト」にかえた。  
（8）たとえば日本語の電子書籍は，学習研究社，角川書店，講談社，光文社，集英社，祥伝社，新   
潮社，筑摩書房，中央公論新社，徳間書店，双葉社，文芸春秋社の共同による「電子文庫パブリ」   
（http：／／www．paburi．com／paburi／about．asp）や，VoygerJapan（http：／／www．voyager．co．jp／）と  
いったオンライン書店，また無料で利用できるインターネット電子図書館「青空文庫」   
（http：／／www．aozora．gr．jp／）などからダウンロードすることができる。「青空文庫」は著作権の切   
れた作品と，著作権者が公開を認めた作品を電子化して提供しているが，著作権が消滅した作品   
を無料で公開するという活動は，「グーテンベルク計画」（Prq】eCtGutenberg）を囁夫とする。グー  
テンベルク計画は，マイケル・ハートが1971年にはじめた電子テクストのアーカイブをつくる読   
みである。著作権が消滅した文献を電子テクスト化し，現在インターネット上で無料で公開して   
いる。アメリカ独立宣言から聖書，「ピーター・パン」まで幅広いジャンルをあつかい，テクス   
トの数は現在およそ2000。非営利活動であり，運営は有志や寄付金によってささえられている。  
（9）たとえば，ネルソン（1994）参照   
㈹ コデックスは，古代ローマにおいて，蝋を塗った木の板の上に文字を記し，本のように閉じた  
ものとして始まり，5世紀頃にほぼ全面的に巻子本にとって代わったといわれている。  
仙 R・シャルテエは，書籍の構造変化や読書の実践の仕方に大きな変化をもたらしたものとして，   
印刷術の発明以上にコデックスの発生と進化を書物史上における重大な出来事とみなしている   
（シヤルチエ1992a，、38以下）  
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（均 アドヴェンチャー・ゲームもハイパーテクストも，読みながら探求することのできるシミュ   
レーション世界を構築するから（BoIz1993，223）というのがその理由である。  
（ゆ 異なるデータベースの間のリンクが張り巡らされた新しいテクスト社会（オンライン世界図書   
館）を意味するテッド・ネルソンの造語。  
（14）「文芸」は，狭義の「文学」ではなく，広義の「文物と学芸」，つまり，ものを書く行為全般を   
意味している。  
（均1999年から，アメリカ学術団体協議会が中心となり，5つの歴史学会と10の大学出版部がアン   
ドリュー・W・メロン財団から巨額の資金援助を得て始められた大規模プロジェクト“History   
E－book”は，ダーントンの提言を実践に移したものという側面をもっている。http／／w・   
his。tryebook．org／および山本俊明「学術書電子音籍Ebook出版の動向一新しい本のかたちを創   
り出す試み」（r大学出版」51号，2001，大学出版部協会）参照。  
（10 たとえば，Saxeru．a．（1989），Fritz（1990），StiftungLesen（Hg．）（1993），Sch6n（1996）  
（17）各種の読書調査を解読した永江朗によれば，日本でも同様に「本を読む人はますます読み，読   
まない人はまったく読まない二極化が進んでいる」（永江2002，20）。なお，ドイツには，他の国   
には見られない読書に関する二極化も見られる。新諸州（旧東ドイツ）と旧諸州（旧西ドイツ）   
のそれである。1990年のドイツ再統一前後の読書調査によると，新諸州では壁が崩壊した1989年   
以降，旧諸州以上に読書が行なわれている（StiftungLesen1993：Hofmann1996，39）。出版に対   
する規制や書籍流通事情の変化がその主たる原因のひとつだが，その点で類似する中国でも，  
1999年に中国出版科学研究所が行った「全国閲読意識調査」によると，活字メディアの地位は相   
対的に低下し，一人一人の読書時間は減っているものの，全体ではむしろ読替人口が拡大する傾   
向が見られるという（劉2000）。  
（噂 花田達郎はF公共圃という名の社会空剛（木鐸社1996）において，ハーバーマスの“Of－   
fentlichkeit”を，言説や表象が交差する空間として捉えて「公共圏」という訳語を与えている。小   
論の「文芸的公共圏」も花田の論に従ったものである。  





糾 読書熱に対する批判の典型的な例をハインツマンという保守的人物のr我が国民へのアピー   
ルj（1795年）の次の一節に見ることができる。   
「世界ができてから，ドイツにおける小説熱とフランスにおける革命ほど奇妙な現象がかつて   
存在したことはなかった。この二つの極端な現象はほぼ同時に手を携えて成長してきたものであ   
る。恐ろしいフランス革命が公の場で行なったのと同じ程度に，小説が密かに人々と家庭を不幸   
にしたというのは，絵空事ではない。これから伸びてくる世代に見られる不道徳，真面目な事柄   
に対する嘲り，何にでも手を出してしまう軽薄さ，宗教の軽視，官能の動物的衝動といったもの   
が，小説を読むという行為で蔓延したことを考えるならば，予測される結末は，昔ながらの純真   
な慎ましい考え方のなかに根幹を揺るがすような事件，すなわち革命が起こるに違いないという   
こと，そして，後に続く世代が，われわれが今そうであるよりもはるかに惨めな状態に陥るであ   
ろうということにほかならない。（…）   
毎年ドイツでは，少なく見積もっても，300ほどの新しい小説が出版されている。5，600冊ほ   
ども出版された年もあり，新旧の歴史，モラル，宗教，哲学，国政術，ほぼすべてのドイツ文芸  
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が小説というかたちで扱われてきている。（…）毎年数え切れないほどの大量の書物が出てきて，   
それらによって筆舌に尽くしがたいほど多くの，捏造され，常軌を逸した悪意のある判断や考え   
が広められ，真の啓蒙やフマニテートや人間の真の幸福にとって越えがたい障害となっている。  
小説耽読の帰結をさらに考察すれば，もっと多くの非難すべきことが見いだされる。男でも女   
でも，若い人々にとって，時間は長くなり，彼らは役に立つ仕事もせず，怠惰にして′ト説を読ん   
でばかりいる。小説のなかで，まだ陶冶されていない理性は空想のあらゆる迷路に導き入れられ   
る。そこでは至る所に妖精たちの宮殿が扉を開けており，魅力的な徳のイメージ，超人間的な完   
全さ，魅惑的な無邪気さが現れてくる。これらのかろうじて高貴なイメージは彼らを甘やかし，   
現実の生から日を背けさせ，不機嫌と無関心へと彼らを陥らせる。（…）彼らはもはや現実の世界   
に生きてはいない。彼らは空想の至高の夢のなかで隣人から引き推されているのである」（Witt－   
mann1991，186以下の引用による）  
鋤 ヨーロッパでは，まず9世紀から11世紀にかけて修道僧が音読の習慣を失っていき，13世紀に   
大学人に黙読が広まり，14世紀半ばには貴族層も黙読をするようになった。（シヤルチェ1992b，   
96）  
幽 永嶺は，明治32（1899）年の総合雑誌F太陽』5巻7号に載った高浜樗牛の「読者の態度」と   
題する時事評論の次の一節をあげている（永嶺1997，8）。   
「古と今と，読者の態度全く異なれり。古の人は読書百遍意自ら通ずと云えり，今は即ち然ら   
ず，読過一遍意少なくして通ぜざれば即ち晦渋不通の悪文として退けらる。今の人に在って，一   
切の書を読むの覚悟は即ち日刊新開を読むの覚悟也」。  
朗 永嶺は，明治20年代後半から30年代に「読書社会」「読書社界」「読者社会」「読書界」といった   
言葉が，以前の「書生社会」に代わって，とくに文学雑誌等で広く使われだしたことを指摘して   
いる（永嶺1997，11）  
鍋 F・リンガーは『読書人の没落J（リンガー1991）において，ドイツの知識階層も同様の道をた   
どったことを描き出している。リンガーが「読書人階層」と呼ぶのは，医師，弁護士，聖職者，   
国家官吏，中等学校数師および大学数授といった「世襲の権利や富ではなく，主として教育上の   
資格証明によって身分を得た社会的，文化的エリート」（リンガー1991，4）である。彼らは教養   
＝人格的陶冶という理想を掲げていたが，それはやはり裏面において権威や官僚制と密接に結び   
つき，他の階層との差異化という機能をもつものであった。18世紀に現われた「読書人」たちは，   
農業国だったドイツが工業国へと急速に発展する1870年代に文化の地すべり的現象に見舞われ，  
1920年代には文化・学問・価値・精神の「重大な危機」（リンガー1991，2）を生きていると感じ，   
必死の抵抗を試みる。しかし，機械化と大衆化によって危機にさらされた彼らの教養主義は，あ   
る種の実利主義が支配していたナチスの時代を経て，戟後の民主化と大衆化の進展とともに急速   
に消滅していく。「読書人的知識人は気がついてみると，自分たちのあらゆる価値に異を唱える社   
会的，文化的環境の中にいた」（リンガー1991，302）のである。  
㈱ 具体的に検討されるべきこととして書見があげているのは，公共図劃軋博物館，美術館，文   
化センターなどの公共文化施設がいかなる役割を果たしうるのか。また，地方の書店がどのよう   
な地域文化の担い手となれるのか。いかなる新しい本の流通機構が組織されていかなければなら   
ないのか。学校やNGO，NPOなどのネットワークがそれぞれの文化的，社会的実践と新しい出版   
と読者の仕組みをどのようにつないでいくことができるのか，等々である。  
銅 オングは㌻声の文化と文字の文化」（オング1991）において，口承文化の表現形式とグーテンベ   
ルク以降の活字文化のそれとを比較し，非識字社会と識字社会の人間の認知や思考のあり方の違   
いを論じている。両者の知的能力や思考様式の間に大きな違いがあるという，オングらの大分水   
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